































































Department of Health Science




Department of Health Science













































































































２ 関節  40
３ 整復  30
４ 前方  24
５ 頭  23
６ 後方  21
７ 多い  21
８ 屈曲  20
９ 損傷  20
10 肩関節  19
②　脱臼分野共起ネットワーク分析結果
　脱臼分野の共起ネットワーク分析結果について図３
に示した。図３では総論分野や骨折分野と同様に歳と
共起する語が多くみられた。「歳」と共起関係がみら
れた語は「男性」，「転倒」，「鎖骨」，「来所」，「外転」，
「運動」，「制限」，「感覚」であった。さらに，これら
の語は脱臼が好発する関節や合併症に関する語と繋が
りがみられた。
図２　骨折分野共起ネットワーク分析結果
図３　脱臼分野共起ネットワーク分析結果
233
４．軟部組織損傷分野分析結果
①　軟部組織損傷分野頻出語抽出結果
　軟部組織損傷分野109問の頻出語について上位10番
目までを表４に示した。表４では上位に損傷，テス
ト，歳が抽出された。４番以下は疼痛，圧痛など痛み
に関する語が抽出された。
表４　軟部組織損傷分野頻出語抽出結果
頻出語 出現回数
１ 損傷 49
２ テスト 46
３ 歳 43
４ 疼痛 40
５ 前 31
６ 障害 30
７ 来所 29
８ 運動 28
９ 圧痛 27
10 足関節 27
②　軟部組織損傷分野共起ネットワーク分析結果
　軟部組織損傷分野の共起ネットワーク分析結果につ
いて図４に示した。図４では圧痛，疼痛，痛みと共起
する語が多く見られた。図４を詳細にみると，痛みや
疼痛は出現，訴える，増強，感じるなど患者の感覚に
関する語と共起関係がみられた。圧痛は認める，部
位，示すなど施術者側の所見に関する語と共起関係が
みられた。
Ⅳ．考察
１．総論分野
　総論分野の頻出語は骨格系に関す語が上位に抽出さ
れていた（表１）。図１の共起ネットワークでは「歳」
を中心に共起ネットワークが広がり，発生機序や症
状，転位，後遺症に関する幅広い繋がりがみられた。
これらのことから，頻出語では骨格系の解剖学的知識
が必要と考えられ，共起ネットワークでは「歳」を中
心に多くの語の繋がりがみられた。このことから，総
論分野では頻出する骨格系の解剖学的知識を基盤に年
齢から考えられる発生機序や症状，後遺症などを結び
付ける思考力が求められていると考えられた。
２．骨折分野
　骨折分野の頻出語は，総論と傾向が似ていた（表
２）。総論分野との違いは，転位や変形など外観に関
する語が頻出語に抽出され，６番目に手，と具体的な
部位が抽出された。骨折分野の頻出語から総論で必要
な骨格系の解剖学的知識に加えて，転位や変形などの
語がみられることから，異常の状態についての理解も
必要と考えられた。問われる部位は，手に関する設問
が多い傾向にあった。共起ネットワークにおいても，
総論分野と同様に「歳」と共起する語が多くみられた
（図２）。骨折分野の「歳」と共起する語も総論と傾向
が似ていたが，語の繋がりは転位に直接関与する筋や
骨折する場所，固定や関節の肢位を表す語と繋がり
がみられた。このことから，骨折分野では解剖学的知
識から，骨折の転位や転位に関与する筋，固定肢位な
ど，総論と比べ，より具体的な損傷を想定した思考力
が求められていると考えられた。
３．脱臼分野
　脱臼分野の頻出語は，脱臼や整復，骨頭の脱転方向
に関する語が抽出された（表３）。脱臼分野の頻出語
から，脱臼の整復に関する知識や骨頭の脱転方向に関
する知識が必要と考えられた。共起ネットワークで
は，総論分野や骨折分野と同様に「歳」と共起する語
が多くみられた（図３）。共起ネットワークの広がり
は脱臼が発生する関節や合併症，転位，固定に関する
語と繋がりがみられた。これらのことから，脱臼分野
では脱臼が好発する関節の脱転方向や合併症，固定に
関連する思考力が求められていると考えられた。
図４　軟部組織損傷分野共起ネットワーク分析結果
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４．軟部組織損傷分野
　軟部組織損傷分野の頻出語は損傷，テスト，歳が上
位に抽出され，４番以下は痛みに関する語が抽出され
た（表４）。共起ネットワークでは圧痛，疼痛，痛み
と共起する語が多く見られた（図４）。これらのこと
から，軟部組織損傷分野では，患者の訴える痛みから
損傷を想定できる思考力やテストの所見から損傷を想
定できる思考力が求められていると考えられた。
５．総合的な考察
　本研究により，各分野において，頻出語と共起関係
が明らかになり，各分野において求められる思考力の
傾向を確認することができた。計量テキスト分析に
よって，各分野における頻出語が明らかになり，共起
ネットワークによって，語と語の共起関係が明らかに
なった。問題解決能力とは，「問題解決の道筋が瞬時
には明白ではなく，応用可能と思われるリテラシー領
域あるいはカリキュラム領域が数学，科学，または読
解のうちの単一の領域だけには存在していない，現
実の領域横断的な状況に直面した場合に，認知プロセ
スを用いて，問題に対処し，解決することができる能
力である３）」ことから，共起ネットワークで明らかに
なった，語の共起関係を学生にイメージさせ，問題に
対処し，解決することができる能力を向上させる必要
がある。カリキュラム改訂に伴い，柔道整復学・理論
編の新教科書は整復法，固定法，後療法について，柔
道整復学・実技編を参照することが多くなっている。
今後の教育方法の課題として，座学の講義において
も，問題解決能力を修得させるための講義が必要に
なってくると考えらえる。
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